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Cタイプ （6因子指定）
第3因子 第4因子 第5因子



















































































































































































































































































































































B8 0．36 0．35 0．21 0．24 0．39 10．48　1
注） 説明された分散の合計　68．76％
幼稚園における保育方法と保育者による発達評価の関連（2）
表8　2005年3月　Aタイプ　　（6因子指定）
C24人の気持ちを考えて自分の行動を変える
C18相手の気持ちを理解しようとする
C16全体の役にたつ
A23自然現象を尋ねる
C23おとなが喜ぶことをする
C2話を想像して楽しむ
C17友達の病気がよくなると喜ぶ
C1友達の喜ぶことをする
C15困っている子どもにやさしくする
E13食事の前に手を洗う
D10責任をもってする
D15おつりのやりとりをする
D14じゃまをしない
C10小さい子をかわいがる
C11登場人物の気持ちが言える
C5　かなしい言舌をかなしがる
　　　　　　第2因子　生活習慣
E4　うがいをする
E5歯をみがく
E15食事の片づけをする
E2ひとりで鼻をかむ
E16所持品の始末をする
E12　“いただきます”や“ごちそうさま”をいう
E1ソックスをひとりではく
B16ボタンをかける
D18順番に使う
E9自分の遊具をかたずける
D11きまったことはちゃんとする
　　　　　　第3因子　口的能力
A24ひらがなを読む
A1名を書く
A5名を読む
A25ひらがなを書く
A17かたちのあるものを作る
A13サイコロの数
A2　“右”と“左”の区別
A14カレンダーで何日
A16何曜日か分かる
A11四角形をかく
　　　　　　　第4因子遊び
F3物を積極的に遊びに活用する
Fllおもしろいアイデアを出しあう
F13新しい役割を考えたり、交換したりして遊ぶ
F1遊びを見つけて遊び込む
F2遊びの新しいことを考えだしたりする
F10そのものになりきって遊ぶ
F5積極的に仲間に誘う
F4身辺のものや出来事を遊びを取り入れる
F9遊びの場所をつくる
　　　　　　第5因子　運重能力
B10なわとび
B9　ボールをつく
B12前まわり
E11ぞうきんをしぼる
B11リレー
B8　ボールを打つ
B13うんてい
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表92005年3月　Bタイプ　（6因子指定）
一一－e
E4　うがいをする
D17じゃんけんがわかる
B16ボタンをかける
E1　ソックスをひとりではく
E15食事の片づけをする
A8色の名前
B2片足とび
E5歯をみがく
B3片足立ち
B15形（紙）を切る
B14箸で食べる
D16信号を見て、正しく渡る
B1　しきいの上を歩く
D18　川頁番｛こイ吏う
A25ひらがなを書く
A19時計がわかる
A16何曜日か分かる
A1名を書く
A6指が何本あるか言う
A2　“右”と“左”の区別
A10誕生日がわかる
A14カレンダーで何日
A24ひらがなを読む
A13サイコロの数
A4　“たて”と“よこ”の区別
A9　100円玉がわかる
　　　　　　　弔3因子　游びの貝亟”
F3　物を積極的に遊びに活用する
F2遊びの新しいことを考えだしたりする
E17挨拶を自分からする
D25　「ありがとう」と感謝する
D20　トラブルの間に入って収拾する
A22本（図鑑）などでみる
E9　自分の遊具をかたずける
F13新しい役割を考えたり、交換したりして遊ぶ
D23　「いけないと」と止める
B4　ブランコ
D9責任を負う
F8遊びに集中し、妨げられない
　　　　　　　4因子　　団’・’静”
D14　じゃまをしない
C3できないとくやしがる
D10責任をもってする
D12　“わたし”とか“ぼく”という
C20自分なりに気持ちをおさめる
D24みんなに合わせて行動する
D6競争心がある
F6遊びに欲しいものがあるとき達成しようとする
C25大切なものが損なわれると悲しがる
B17ひもを結ぶ
F5積極的に仲間に誘う
C5かなしい話をかなしがる
　　　　　　　　　　昂5因子
D19自分の考えをはっきりいう
C13音を感じ、言葉で表現をする
F9遊びの場所をつくる
D11きまったことはちゃんとする
F4身辺のものや出来事を遊びを取り入れる
B18片目をつむる
C16全体の役にたつ
B9　ボールをつく
B5でんぐり返し
D21保育者を手伝おうとする
D8　本　に言して耳かせる
幼稚園における保育方法と保育者による発達評価の関連（2）
表10　2005年3月　Cタイプ　　（6因子指定）
F5積極的に仲間に誘う
D2ほかの子に助けを求める
F3物を積極的に遊びに活用する
F6遊びに欲しいものがあるとき達成しようとする
F11おもしろいアイデアを出しあう
F2遊びの新しいことを考えだしたりする
D23　「いけないと」と止める
F4身辺のものや出来事を遊びを取り入れる
F13新しい役割を考えたり、交換したりして遊ぶ
D19自分の考えをはっきりいう
F10そのものになりきって遊ぶ
D7子どもの発案した遊びをいっしょにする
D3ほかの子どもを援助、守る
D22いやなときは「いや」という
D1ほかの子の承諾をもとめる
D4ほかの子どもたちに玩具をもってくる
F1遊びを見つけて遊び込む
F12泥遊びや砂遊びを楽しむ
F14協調して遊ぶ
D20トラブルの間に入って収拾する
D6競争心がある
F7　自分達で協力して解決する
D8保育者に話して聞かせる
C1友達の喜ぶことをする
　　　　　幽2大子　口的・運重的能力
A1名を書く
A24ひらがなを読む
A5名を読む
A25ひらがなを書く
A6指が何本あるか言う
Al4カレンダーで何日
A19時計がわかる
A16何曜日か分かる
A7指の数を数える
A12数えて配る
A18人物画を描く
A13サイコロの数
A2　“右”と“左”の区別
A10誕生日がわかる
A15お話のあらすじを話す
E16所持品の始末をする
E9自分の遊具をかたずける
D9責任を負う
C20自分なりに気持ちをおさめる
E10皆の遊具をかたずける
D11きまったことはちゃんとする
D18　順番に使、
　　　　　竺4 固人的生λ羽障
E1ソックスをひとりではく
E3大便をひとりでする
B2060cmとび下りる
B2片足とび
B3片足立ち
B1しきいの上を歩く
E2ひとりで鼻をかむ
B4　ブランコ
37
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　上記の表に示すように、課題活動型（タイプA）は第1因子集団適応、第II因子生活習慣、
第皿因子知的能力、第IV因子遊び、第V因子運動能力、である。中間型（タイプB）は第1因
子生活習慣、第ll因子知的能力、第皿因子遊びの積極性、第IV因子集団性・情緒性、である。
自発活動型（タイプC）は第1因子遊びの積極性、第H因子知的・運動的能力、第皿因子社会
的生活習慣、第IV因子個人的生活習慣、である。
　これらの結果から、保育タイプによって保育者の発達評価の軸が異なっていることが明らか
である。すなわち課題活動型ではまず活動がクラス全体で行われるところから、集団に適応し、
他者に配慮し、集団行動が取れることが発達の重要なポイントとなり、園の生活習慣の形成を
基盤としてその先で知的能力や遊びが位置ついていることが推測される。それに対して、自発
活動型では自発的な遊びが生活の中心であるため、先ず、遊びの積極性（意欲）が中心となり、
次に知的・運動的能力が位置づき、生活習慣がその周辺で捉えられていて、集団への適応性は
まとまっては考えられていない。さらに、中間型では自発活動と課題活動の両方への適応が必
要であるため、先ず両者に共通する生活習慣の形成、次に知的能力が中心になっていると見ら
れる。その先で遊び（自発活動への適応）、集団性（課題活動への適応）がそれぞれ位置付い
ている。保育実践方法、言い換えると子どもの生活の仕方によって保育者が捉える発達の姿が
異なっており、保育の場（集団の規範や雰囲気等）に適応的な能力や態度が「発達」の指標と
して意識される傾向があるといえよう。
考察と今後の課題
　以上の結果から、結果の1において課題活動型では5歳児において子どもの位置の変動が大
きく、自発活動型では3歳児において変動が大きいことは、結果の2の、評価の軸が異となる
ことからある程度説明することができよう。すなわち、課題活動型の第1因子の集団適応は一
般的な発達傾向として、幼児後期特に5歳過ぎに発達する特性である。同様に、自発活動型の
第1因子の遊びの積極性は3歳児辺りで強く現れる特性である（3）（4）。その点から、保育者がど
の要素に重点を置いてみているかによって、子どもの育ちの変化の見え方が異なっていること
が、評価結果に反映していると考えられる。中間型では保育の状況が2通りに分かれるため、
両者に共通する要因は早い時期に発達していると捉え、逆に質の異なる場面でのそれぞれの要
素に関しては発達的変化が捉えられにくいのであろうか。あるいは、実際に子どもが力を出し
にくい状況にあるのか、今後さらに個々の子どもに即して検討すべき課題である。
　最後に、保育者の評価軸に違いが生じていることについて若干の考察をする。教育（保育）
はねらいをもっておこなわれており、保育の評価はねらいに即して行われる。したがって各園
の保育方針やねらいによってその時々の保育展開が異なり、そこでの保育者の子どもへの評価
が生じることは当然である。しかし、教育（保育）が本来目指すところは、いかなる方法によっ
ても子どもの調和的な発達であり、個々の子どもに内在する力の最大の伸長である。また、本
研究で行っている発達評価は、その時々の保育のねらいに関係しての子どもの評価ではなく、
客観的な個々の独立した発達項目に関する評価である。それにもかかわらず評価軸と評価結果
の双方に園タイプ差がかなり明瞭にあることは、客観的な子どもの発達評価への実践内容の影
響が強いことが考えられる。
幼稚園における保育方法と保育者による発達評価の関連（2） 39
　近年、「学習」を成立させるものを、実践共同体における「状況的学習」という視点が提示
されている（5）（6）。こうした立場の「『心的構造』の変わりに『社会的行為」を分析の中心におき、
実践的な活動を軸にして分析する、…　　心的構造という発想を支える暗黙の前提を再文脈化
する」（5．p143）という方向から考察することも視野にいれて、保育者の保育実践と幼児の
評価方法との関連、さらに子どもの育ちの過程を生活集団としての保育の場との関連で考察す
ることを今後の課題としていきたい。
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